


Pearson’s Thoracic & Esophageal  Surgery（『ピアソン胸部・食道外科』）

という、欧米の胸部外科医が座右の書にするという約3000ページの手術書がある。

この最新版の冒頭、「肺外科手術の歴史と発展」の章に書かれた「肺がん手術の歴史」に、

唯一名前を刻んだ日本人が岡田守人先生である。そこには岡田先生が開発した日本が

誇る肺がん治療の技術であるハイブリッドVATS（VATS= 胸腔鏡下手術）のことが

書き記されている。［DOCTOR’S MAGAZINE 2012年3月号から引用］

本セミナーでは、肺がん手術の最前線についてお話いただくとともに、肺がん手術に

求められるFDG-PET/CT診断の意義についても、多施設臨床研究の成果を踏まえて

講演していただきます。
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